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アセスメン トを重視 したインクルーシブ教育下の授業実践 と考察
―小学校 中学年における算数科文章題 にっいて一
第 I章 は じめに













































































































































































































第 1節 榎恵理著,「特別支援教育の視点を取 り入れた児童の文章題を解 く
力を高める授業改善の在 り方一第 2学年算数科文章題における












































































































































































































































































好き  まあまあ好き  どちらでもない  あまり好きではない  嫌い
②算数は得意ですか
得意  まあまあ得意  どちらでもない  あまり得意ではない  苦手
③文章を読んでとく問題は好きですか
好き  まあまあ好き  どちらでもない  あまり好きではない  嫌い
④文章を読んでとく問題は得意ですか
得意  まあまあ得意  どちらでもない  あまり得意ではない  苦手
⑤問題文の意味がわからないことはありますか
ない  あまりない  どちらでもない  たまにある  ある
⑥問題文の中から,答えを出すのに使う数を見つけることは得意ですか
得意  まあまあ得意  どちらでもない  あまり得意ではない  苦手
⑦見つけた数どうしの関係を見つけることは得意ですか
得意  まあまあ得意  どちらでもない  あまり得意ではない  苦手
③見つけた関係に合うように,数を組み立てることは得意ですか
得意  まあまあ得意  どちらでもない  あまり得意ではない  苦手
⑨問題文について考えるとき,図や絵をかいたりして考えますか
いつもする  だいたいする  ときどきする  たまにする  ほとんどしない
⑩答えを出すために式を立てるのは得意ですか
得意  まあまあ得意  どちらでもない  あまり得意ではない  苦手
①なぜその式を立てたのか,理由を説明するのは得意ですか
得意  まあまあ得意  どちらでもない  あまり得意ではない  苦手
⑫文章を読んでとく問題には,いろいろなとき方がありますが,考えてみたいですか
とても考えてみたい 考えてみたい どちらでもない あまり考えたくない 考えたくない
⑬自分で立てた式と答えがあっているか,かくにんしますか










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・B児 (式)1×4=4 20×4=80 (答)1時間20分
・D児 (式)2×4=8 (答)8時間


































1 日時  平成26年12月19日(金曜日) 第1時限
2 場所  第4学年 1組教室





と回答した児童が9名おり,算数における学習について  興味 。関心が高い児童が
多いといえる。「どちらでもない」,「あまり好きではない」,「嫌い」と回答した児童

































































































































































































































































●の部分は全員が正解していた。 J児は初めは手が止まっていたものの, しつかりと答えを導き出|    すことができていた。
.    ▲の部分は10名の児童が線分図を用いて正しく数どうしの関係を示すことができていた。K児と












l     ②の問題について
|     ●の部分は立式については全員が正解していたが, 」児のみが答えを「540円」としており,計算ミ





















|     ●の部分は全員正角牢していた。














|      。K児「240×3になるわけは, 3はこかいましたのところでたしざんだったらいけないのでかけざ
| .t信 年二I奮たなる潤 旭 240円蜀 臨 代金だからでカ
といった解答であった。かけ算の学習で「いくつ分」という言葉を用いていたため,「3箱分」という言
葉が出てきたらより質の高い説明となったが,「3箱買つたから」という言葉が代用できるため,ほぼ全









































できた  まあまあできた  rSつヽう  あまりできなかつた  できなかつた
わかった  まあまあわかつた  ふつう あまりわからなかつた  わからなかつた
かんたんだった  るヽつう  むずかしかつた  もう少しちょうせんしたい
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